
※アサーションとは

自他を尊重した上で行う、自己主張・自己表現のこ
と。”no”とはっきり言えるかどうか。

  
背景　 

社会や集団において人とより良いコミュニケーション
をするには自分の意見を正確に表現できる必要が
ある。 
そこで私達が着目したのが、｢アサーション｣という自
己表現の仕方である。(私達は、言葉を用いた自己
表現を中心に探究している。） 

インタビュー 
（12月6日 立命館大学・三田村仰先生) 

男女で差異が見られる理由→教育、文化 

①女性の方がはっきり言うと角が立つ 
②HSPなど繊細・人目を気にする文化強い 
③自己主張しない＝美徳 
＊他国でも差異はある⇔日本の差異はっきり 

 

 
 

調査・実験の方法 

1, アンケートの実施 
日本人・外国人の若者に向けて自己表現力を
問う。 
また、その国の国民性がわかる質問の作成。 
ex)PQテスト 
 
2, 文献調査 
・統計数理研究所⇒アンケートの参考にも 
 
3, 模擬国連への参加 
国際的な問題解決への視点を養う 

今後の予定 

高校生にアンケート 
⇩ 

集計・考察 

参考文献 
園田智子『日本人大学生と海外大学生のアサーション度に関する調査研究―日・米・中・泰の4カ国比較から』
https://www.jstage.jst.go.jp/article/iesj/40/0/40_128/_pdf/-char/ja
霞が関ナレッジスクエア【KK2】公式　イラスト  https://youtu.be/c_Vt3_2t_Nk

 

 

研究目的 

日本人のアサー
ション度について
研究し向上のため
にできることを提
案する。

日本人のアサーション度向上のための提案

仮説 
日本人はアサーション度が低い傾向にあるのでは
ないか。 

　　　

どこに何を配置するか  。何をどんな順番で掲載するか。　 そ

のための情報は十分か。  どの資料を掲載するか。

情報収集を十分に行い、アウトラインを班員と検討してから

ポスター作成に着手すること

スライドと異なり、ポスターは聴講者が何度も深く読み込
む場合があります。
レイアウトや掲載情報、
色使い、写真や画像の
使い方など見やすさ、正確な
言葉遣いなどに配慮するよう
にしましょう。

・図表や写真には、その内容がわかるようなタイトルや注意書きを
つけるように。付番されているとわかりやすいですね。結果からどん
な結論が導けるのか、資料は何を示すのか、なども付記できるとよ
い。適切な資料を選定できればそれだけで探究の流れが見えるは
ずです。

夏に向けて企画を実施する班もあるかと思いますが、夏休み明けには
ポスター完成が目標です。
今の段階で進められる分は薦めておきましょう。

タイトル部の大きさは変えないでください。

アクセントとしてこのような画像や図形を用いても
いいですが、あくまで探究に関する成果が
紙面・各項目の中心になるようにしてください。
余白を埋めるだけのような使い方はやめましょう。

このレイアウトは一例です。
表のタイトル等もダミーです。
各班、赤字や画像部分等不要な部分は
消してください。
枠の幅や長さを調整して、適宜
カスタマイズして使ってください。

先行研究
『日本人大学生と海外大学生のアサーション度　に
関する調査研究
　〜日・米・中・泰の４カ国比較から〜』

○研究結果
国籍によってアサーション度が異なる。
アサーション度全体で見ると、「アメリカ・中国」、「タ
イ」、「日本」の順にアサーション度が高かった。
⇒日本はこの4カ国の中でアサーション度が一番低
く、日本のみ男性の方が高いという男女の差

アンケート結果・考察

⇒大人数の中 
主張でない人が多い 

男女間でアサーション度に違いがあることを研究しそ
の差をなくすためにできることを提案する。

日本人ってなんか人に流されやすくない？」とい
う認識が班の中で一致したことから情報に流さ
れないために必要なことを探っていくことにし
た。 

そこで注目したのが「自己表現力」 
自己表現力と騙されやすさの関係をもとに、 
どうすれば正しい情報を見抜くことができ 
るのかについて提案する。

上：男性　下：女性
※性別は自己自認のもの

普通科探究24班

１＝いつもそうでない　２＝たいていそうでない　
３＝どちらともいえない　４＝たいていそうだ　５＝いつもそうだ

和を乱すチームメイトや仲間がいるとき,その人の行動を改めて
もらうことができるか

不当に注意されたり怒られたとき,それが不当であることを相手に理解して
もらうことができるか

まとめ 
 

まとめ
私達はアサーション度向上のために学校等でのア
サーション・トレーニング実施の提案をする。各場面
を設定し、実際のアサーティブな対応を小さい頃か
ら身につけることで、男女ともにアサーションスキル
の高い国民性を目指す。まずは、私達が作成した
動画を見てもらい、アサーションのことを少しでも知
ることで、普段から意識して自他を尊重したコミュニ
ケーションをとってほしい。

https://www.jstage.jst.go.jp/article/iesj/40/0/40_128/_pdf/-char/ja
https://youtu.be/c_Vt3_2t_Nk

